１　【長野市立裾花中学校　市川大輔　先生　の問題】
	教科
	学年
	単元（小単元）・領域

	数学
	３年
	領域：数と式

単元：式の計算、展開

	問題についてのコメント（作成した思いや実際に使ってみて思ったことなど）
全国学力学習状況調査Ｂ問題に基づいて作成した問題です。発展的に考えることには至りませんでしたが、今後、このような形式で出題されることが多いと考え、３学年の第４回総合テストで扱いました。


B君は、連続する５つの自然数について、最も大きい自然数の２乗から最も小さい自然数の２乗を引いたときの差について調べている。
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B君は、これらの結果から次のように予想した。
[image: image5.wmf]【B君の予想】
連続する５つの自然数について、最も大きい自然数の２乗から最も小さい自然数の２乗を引いたときの差は、中央の自然数の８倍になる。
　　　　このとき、次の①～②までの各問いに答えなさい。　　　
①　連続する５つの自然数が、５，６，７，８，９のとき、B君の予想が成り立つことを確かめるためには、下の空欄アとイにどのような数や式を書けばよいか、下の空欄ア・イにあてはまる数や式を求めなさい。
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②　B君の予想が正しいことは次のように説明できる。空欄ウ～カにあてはまる式を求めなさい。
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　　正答　　
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②　ウ、� EMBED Equation.3  ���� EMBED Equation.3  ���　　エ、　� EMBED Equation.3  ���　　オ、� EMBED Equation.3  ���　　カ、� EMBED Equation.3  ���











【説明】


連続する５つの自然数のうち、最も小さい自然数を� EMBED Equation.3 ���とすると、


中央の自然数は、ああウああと表すことができ、また、


最も大きい自然数は、ああエああと表すことができる。


　このとき、


　最も大きい自然数の２乗から最も小さい自然数の２乗を引いたときの差は、


　（ああエああ� EMBED Equation.3 ���


　　　　＝ああオああ� EMBED Equation.3 ���





　　　　＝ああカああ





　　　　＝� EMBED Equation.3 ���ああウああ� EMBED Equation.3 ���


　となり、中央の自然数の８倍になっている。


　したがって、連続する５つの自然数について、


最も大きい自然数の２乗から最も小さい自然数の２乗を引いたときの差は、


中央の自然数の８倍になる。
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